
仏
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
経 

観
自
在
菩
薩
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時
照

見
五
蘊
皆
空
度
一
切
苦
厄
舎
利
子
色
不

異
空
空
不
異
色
色
即
是
空
空
即
是
色 

中 

略 

羯
諦
羯
諦 

波
羅
羯
諦 

波
羅
僧
羯
諦 

菩
提
薩
婆
訶 

般
若
心
経 

年 
 

月 
 

日 

謹
写 

 

願
い
ご
と 

浄
写
者
名 

郵
便
番
号 

住
所



般 
若 

心 

経 

お
写
経
の
お
す
す
め 

犬
山
市
継つ

鹿
尾

が

お

観
音

か
ん
の
ん 

寂 

光 

院 

○ 

お
写
経
の
浄
行
に
お
子
様
、
お
年
寄
を
問
わ
ず
お
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て
戴
き

た
く
、
般
若
心
経
の
最
も
大
事
な
一
節
を
お
写
経
戴
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 

○ 

心
を
落
ち
着
け
一
心
に
観
音
さ
ま
の
お
力
を
念
じ
つ
つ
お
書
き
下
さ
い
。 

○ 

書
き
終
り
ま
し
た
ら
、
寂
光
院
に
納
経
し
て
観
音
さ
ま
と
深
く
御
縁
を
結

び
ま
し
ょ
う
。 

お
写
経
の
仕
方 

一.

、
写
経
用
紙
を
机
の
上
に
広
げ
、
合
掌
し
て
心
を
落
ち
着
け
る
。 

二
、
筆
（
ま
た
は
ペ
ン
・
鉛
筆
で
も
可
）
を
取
り
、
写
経
用
紙
の
う
す
く
書
い

て
あ
る
文
字
の
上
に
直
接
心
を
こ
め
て
書
く
。 

三
、
年
月
日
、
願
い
ご
と
、
名
前
、
住
所
を
書
く
。 

 
 
 
 

願
い
ご
と
（
例
）
家
内
安
全
・
学
業
成
就
・
交
通
安
全 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
○
家
先
祖
代
々
菩
薩 

四
、
筆
を
置
き
、
合
掌
し
て
「
南
無

な

む

観か
ん

自 じ

在ざ
い

菩 ぼ

薩さ
つ

」
と
三
回
お
唱
え
す
る
。 

五
、
写
経
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
て
寂
光
院
に
納
経
す
る
。 

 
 

（
納
経
供
養
料
と
し
て
千
円
御
志
納
下
さ
い
。 

 
 
 

郵
送
の
場
合
は
納
経
供
養
料
を
写
経
用
紙
に
同
封
し
て
郵
送
下
さ
い
。
） 


